
 

 

 
むごい教育  今川義元が幼少の徳川家康にした「むごい教育」とは？      校長 石原 淳 
 
 
時は戦国。徳川家康は「竹千代」と呼ばれていた幼少の頃、当時の慣習から、駿河の大名・

今川義元のもとで人質として暮らしていました。名将であった義元は幼い家康の才能を見抜

き、将来自分を脅かす武将になっては困ると、世話役である家臣に「むごい教育をせよ」と

命じます。 
 
それを聞いた家臣は、家康を日が昇る前から起こし、三食とも粗食を与え、昼は剣術、武術、

馬術を、夜は学問を、毎日へとへとになるまで厳しくやらせました。 
 
しばらくして、義元は家臣にその後どうなっているか尋ねました。家臣が一部始終を得意気に報告すると、義元は語気

を荒らげて「それはむごい教育ではない」と家臣を叱りつけました。困った家臣がどのようにすればよいか聞き返すと、

義元はこう答えました。 
 
「寝たいと言ったら好きなだけ寝かせてやり、贅沢なご馳走を好きなだけ食べさせよ。夏は暑くないように涼しくして

やり、冬は寒くないよう暖かくしてやれ。嫌なことはやらせず、好きなことだけを存分にさせよ。どんなわがままも聞

いてやって、それはそれは大事にしてやれ。」 
 
戸惑う家臣を見ながら、義元は最後に次のように言いました。「そうすれば、たいていの人間はダメになる。」 
 
さて、もうすぐ夏休みです。楽なことや楽しいことばかりではなく、何かに挑戦したり、継続して頑張ったりすること

で達成感や充実感を得られるような経験ができると、子供たちも一回りも二回りも成長できるのではないかと思いま

す。令和７年の夏が充実した夏になるよう、心より願っております。
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学校からのお知らせ 
 
○セーフティ教室 「ファミリeルール」講座 ８日（火） 

 全学年を対象に、インターネットやスマートフォンを使用することで予想されるトラブルについて、講師の

方をお呼びしてお話をいただきます。６校時には保護者の方々を対象にご講演いただきますので、ぜひご参

加ください。詳細につきましては、別紙でご確認ください。 
 

○通知表（あゆみ）について 

 詳細につきましては、先日配付したお手紙でご確認ください。 
 
○夏休みの課題について 

 詳細につきましては、後日連絡します。 
 
○１学期終業式 １８日（金） 

【下校】12:30頃 4時間授業 給食なし 
  
○学校閉鎖期間 ８月９日（土）～８月１７日（日） ※ 区内共通 

この期間は日直を含め、不在となります。 
 
○２学期始業式 9月１日（月） 

【登校】8:10～８:20  【下校】12:30頃  4時間授業  給食はありません 

【持ち物】 上ばき（上ばき入れ）、筆記用具、夏休みの課題、各担任から連絡のあった教科 

        ※道具箱、専科バッグは、２日（火）以降、各担任の指示に従って持たせてください。 


